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６月１９日 

 JOA 理事会。小野会長が久しぶりに理事

会に参加し、挨拶をされた。出席の直前、

秘書であり理事でもある田鍋さんが、携帯

で誰かと連絡をとりあっていた。国務大臣

ともなると、１５分間理事会に出席するこ

とでさえ、周囲はいろいろと大変なようだ。 

 理事会後、原宿から池尻まで。興奮気味

か、軽い頭痛で３５分にて打ち止め。夜か

ら理事勉強会。 

２０日 

 ７月のアドベンチャーレースのためのカ

ヌーの練習を、利佳ちゃんとともに名栗湖

で行う。仕事の後には「ご褒美」がないと

ね。前の日に、静大のモダンダンス部の学

生が静岡の海岸で高波にさらわれ、なくな

っていたとチャコからの電話で聞いていた。

そのニュースは関東圏のラジオでも流れて

いた。直接責任があるわけではないが、数

年前にも同じような事故があり、その話を

危機管理の本に書いたにも関わらず起こっ

た事故に、複雑な気持ちだ。 

 
23 日 

 いつものように目覚め、食卓につくも、

全く食欲がない。起床時に疲労感からだる

いと感じることはこれまでにもあったが、

この日は疲労感さえもなく、ただ気力だけ

がなかった。「何もしたくない」ならまだい

い。「したくない」という欲求があるのだか

ら。ところが、この日は、したくないとい

うことも含めて、何かしたいという気が全

く起こらなかった。欝の初期症状というの

はこんな感じなのだろうか。  

 理性を働かせて、保健管理センターで診

断を受けた。気休めなのだろうが、とくに

問題なし、過労ではという診断に少しは安

心する。今や、疲労感すらも感じられなく

なってきたのかもしれない。 

２６－２７日 

 作手で、競技責任者やプランナーとＷＯ

Ｃの打ち合わせ。今回のお楽しみは、作手

のサロネ・デル・モンテに頼んでおいたマ

ウンテンバイクが納車になることだ。納車

後三河湖そばの宿に着くと、さっそく乗り

回してみたくなった。国道３０１を号を作

手に引き返し、そこから北に向かって三河

高原を走り、三河湖沿いに下る約２５ｋｍ

くらいの道を走った。どの道も何度となく

走った道だったが、自転車の速度は、作手

の自然を味わうには絶妙だった。通りなれ

た景色がいつにない輝きを放ってみえた。 

２８日 

 午後3時まで調査して、愛知教育大学へ。

野外活動の集中実技の打ち合わせを、松澤

とその指導教官とした後、松澤とオリエン

テーリング本の打ち合わせ。道場主も、ま

だまだ精進が必要なようだ。 

３０日 

 静岡を台風が直撃した。暴風雨警報も出

たので、当然午後は休講と決め込んでいた

ら、正午すぎにはさっさと天気がよくなっ

てしまい、青空が広がった。体育の授業は

フライングディスクにした。アルティメッ

ト（フライングディスクを使ったアメリカ

ンフットボールのようなもの）に、子ども

のように熱中して、汗だく。 

7 月１日 

 ワンゲル部に所属する学生が訪ねてきた。

僕の地図本の読者だという。これまではク

ラブでの決まった場所への山行しかしてい

Fast life, slow life  
村越 真

 

▲鹿屋体育大学で運動生理学の研究をしている山本嘉春さんと、王滝村
のアドベンチャーレースにて。彼も登山の趣味が高じて、登山の運動生
理学を究めている、いわば同類である。学生チームをつれてのアドベン
チャーレースの参加であった。 
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なかったが、ダブ南（南アルプス南部：山

が深くて大変なルートが多い南アルプスの

中でも人出の少ない、秘境の地）に行きた

いので、地図も読めるようになりたいとい

う。できれば個人的に地図読みを教えてほ

しいという。その熱意に動かされて、２週

間後にワンゲル部向けに講習会を行うこと

にした。 

３日 

 朝８時から富士の岩倉学園にいって、ナ

ショナルチームの夏合宿受け入れのお願い

をした後、合宿のためのコントロールを６

つほど設置、さらに１０時からは子どもの

国で親子のためのオリエンテーリングの講

習。１３時からは、朝霧の野外活動センタ

ーで危険認知の講習とデータ収集。我なが

ら大車輪の活躍だな。 

 その後は、八ヶ岳に移動して、マウンテ

ンバイクＯの集会に合流。 

４日 

 マウンテンバイカーのための読図講習講

師。１４時に終了後、今度は参加者が軽い

ツーリングに連れていってくれた。自分じ

ゃあ、筋力が弱いと思っていたが、なんだ、

十分登りでも戦えるじゃないか。下りのシ

ングル・トラックでも上級者の後について

いくと難なくベストのラインを走ることが

できる。マウンテンバイク堪能の一日。 

６日ごろ 

 大学のオリエンテーリング部の夜間ラン

ニングトレーニングに参加。２年ぶりくら

いの参加か。偏頭痛は相変わらずだが、体

の動きはいい。６月後半は暑さに参ってい

たが、７月に入って、体が慣れてきたせい

か、暑さが気にならなくなってきた。８日

のインターバルでは300を６本走って、前

半は久しぶりに 54 秒くらいで走れた。最

後に200 を一本走ると、高性能のスポーツ

カーのように、スピードアップに体が、す

っと反応する。 

９日 

 トレーニングにいく清水の体育館の管理

人さんが顔なじみで、大学にそばに新しい

公共のトレーニングジムができたことを教

えてくれた。大学から車で５分。トレッド

ミルの数も多いし、マシンはウェイトだし、

いいことづくめだ。新しいせいか、すいて

いるのもいい。この３ヶ月はちょっと離れ

たエグザスに、法人会員とい

うことで５０円でいっていた

が、今ひとつインストラクタ

ーのベタベタ感と空間の窮屈

さにになじめなかった。こち

らは５００円とやや高いが、

往復３０分の時間節約になる

と思えば安いものだ。 

１０日 

 本栖湖で利佳ちゃんとチー

ム阿闍梨二回目のトレーニン

グ。この天気が続けばさぞか

し、水上のカヌーは楽しいだ

ろうなとウィー

クデーに思って

いたが、週末だ

け雨。雷を怖が

りながらの、カ

ヌー練習となっ

た。でも、雨も

悪いことばかり

じゃない。激し

い雨の中での自転車は、ワイルドな気分に

なって楽しかった。 

 
１２日 

 夕方はやめに仕事を終えて、ＭＴＢで日

本平を越えて帰る。夕暮れ迫るなか、ＭＴ

Ｂで森の中に入るのもまた快感。 

１３日 

 今週もクラブトレーニングに参加。彼ら

のトレーニングだけでは物足りないので、

事前に自分で 40 分くらい走ってから出か

ける。ゆっくりとグランドの芝生を走って

いるうちに、なぜか 20 歳台のころのトレ

ーニングのことを思い出して、とってもい

い気持ちになった。体調的にも暑さに順応

したのか、いい感じ。そういえば最近目も、

頭もあまり痛くない。ただし練習後は水分

不足＋飲み過ぎで胃が重い。水の取り方を

考えないと。 

１６日 

 近くのメッセ会場で、リクルート主催の

大学合同説明会が行われた。受付でくれた

名札に書いてあったのが「出展者」。なるほ

どね。会場に入って、他大学の熱意に驚く。

「１１時からですが、午前中は高校生もあ

まり来ないので、まあ１１時すぎに来るく

らいでいいです」と言われ、実際事務官も

１１：３０にようやく来る始末だったが、

僕がついた１１：０５には、すでに周囲の

大学のブースは飾りつけられている。大学

は今や受注を競う見本市出展者なのだと悟

った一日であった。 

 夕方は、長野の王滝村に移動。明日はア

ドベンチャーレース緒戦だ。韮崎で利佳ち

ゃんを拾って９時過ぎにキャンプ場に到着。

▲世界選手権の試走会にて。中央は予選コー
スプランナーの野中君。 

 
▲世界選手権を支えるマッパの一人、羽鳥和重。冬ソナが
始まる前に作図にいそしむ。 
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パスタを食べて翌日に備える。 

１７日 

 王滝で ADR のビギナークラスに出場し

た。MTB、トレイルラン、リバートレック、

カヌーの４種目からなる、約２５ｋｍのレ

ースだ。フルの ADR は体への負担も大き

いだろうが、この距離なら、トレーニング

としても適度な距離だ。 

 ＡＤＲでは多摩ＯＬの田中正人の率いる

イーストウィンドにならぶプロチーム「侍

スピリッツ」の佐藤さん、登山の生理学で

有名な鹿屋体育大学の山本さんなど、多く

の人と出会えた点も貴重なレースだった。

翌１８日は、霧雨の中、御岳登山。山頂は

とんでもない強風だった。 

 レースについての詳しい報告はＡＤＲ参

加記を参照。 

 
２３日 

 スピードスケートで静岡県の代表をやっ

ている研究室の学生と、近所の体育館にト

レーニングに。彼女は、週末のナショナル

チームの合宿にデータ取りに行っていたの

で、「どうだった？」と聞くと、「みんなオ

リエンテーリング好きなんですね。スケー

トはだめだなと思っちゃいました。」という。 

 僕らにはスケートといえば清水や堀井の

イメージしかないが、彼女が日ごろ経験し

ているのは地域の連盟レベルだから、そこ

からみればオリエンテーリングの世界もそ

んなふうにみえるのかもしれない。多分僕

らは、自分たちが思う以上に凄い存在なん

だろう。 

  
２５日 

 ＷＯＣ予選の試走。調査者の間では「大

秘境」と呼ばれるこのエリアも、地図にな

って走ってみると、以外とエグくないもの

だ。世界標準の６分／ｋｍは無理でも、な

んだ６分４０秒くらいはいけそうじゃない

か。暑さのせいで、区切りながらのテスト

ランではあったが、最近のトレーニング量

のせいか、走ったあとの疲労感はほとんど

なかった。 

 
２８日 

 駒場の東大キャンパスで、地図関係の研

究会。今、この分野じゃあ「ユビキタスマ

ッピング」という概念がはやりだそうだ。

「いつでも、どこでも、誰でも使える」（広

い意味での）地図を普及させていくことが

ねらいだそうだ。地図はもともと汎用性の

高いものだが、その汎用性が、誰でも地図

が使えることを阻害しているのが面白い。

ユビキタスになるためには、電子技術の助

けを借りて、その場その場の用途と利用者

に応じたカスタマイズが必要だ。僕らはい

つでもどこでも簡単に地図が使えるのは、

そのカスタマイズを頭の中で無意識にして

いるからなのだろう。 

 
８月 

１日 

 久しぶりに家にいる週末。チャコはトレ

イルＯの会合で出かけたし、子どもは夏休

みの相談で友達の家にいってしまった。結

局やることは世界選手権の書類整理だった

りする。天気はよいが、軽い風も吹いて、

うだるような暑さでもない。さあ、秋のア

ドベンチャーレースに向けて１週１度は３

時間トレーニングだ。手始めに、この日は

由比にある浜石岳に自転車でいく。片道３

０ｋｍで登り７００

ｍは手ごろなトレー

ニング距離だろう。 

 夕方からのお祭り

のために込み始めた

車の列の脇を抜けて

いくのが気持ちよい。

駿河湾沿いの道は車

では走りなれている

が、自転車での景色は

いつもと違う。サイク

リングの人、東海道を

歩いていると思しき

人などが目に入る。 

 由比の古い町並み

を抜けるといよいよ

浜石への登り口にな

る。海から３ｋｍくら

いの距離で７００ｍ

を一気に登る。予定通

り９０分で山頂へ。 

 暑い夏の時期にこ

んな低山に登る人は

全くなく、駿河湾から

富士山、そして南アル

プス前衛、日本平と３６０度の展望を独り

占めだった。どっぷり疲れたが、とてつも

ない贅沢をした気分だった。 

 

２日 

 水上の田中のところへ、オリエンテーリ

ング＆アドベンチャー本の打ち合わせ。夕

方着いて、ひとしきりだべった後、軽いジ

ョグをしながら町営温泉へ。レースに一度

出た後だと、彼の話してくれるＡＤＲのレ

ースの様子も、より親近感が感じられる。

彼が間寛平のチームでレイド・ゴロワーズ

初出場したボルネオの大会も、地図とビデ

オを見ると、自分も走ったかのような気分

になってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲今やアドベンチャーレースの第一人者。田中正人

（多摩ＯＬ）の家にて。うしろで包丁を持っておど
けているがパートナーの竹内（通称スー）さん。オ
リエンティア以上にオリエンテーリングの弱点を知
っている貴重なサポーターだ。 


